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議案第 ３３ 号  

  

周南市徳山駅前賑わい交流施設条例の一部を改正する条例制定について 

 

周南市徳山駅前賑わい交流施設条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

 

令和５年２月２１日 提出 

 

周南市長  藤  井  律  子        

 

周南市徳山駅前賑わい交流施設条例の一部を改正する条例 

周南市徳山駅前賑わい交流施設条例（平成28年周南市条例第23号）の一部を次のよ

うに改正する。 

第３条第１項第２号を次のように改める。 

(２) まちなか共創センター 

第４条中「のうち、市民活動支援センターを除いた施設」を削り、同条第３号中

「賑わい交流施設」を「周南市徳山駅前賑わい交流施設」に改める。 

第５条第１項中「及び市民活動支援センター」を削り、同項に次のただし書を加え

る。 

ただし、市長が特別の理由があると認めるときは、臨時に休館日を定めることが

できる。 

第５条第２項及び第３項を削る。 

第６条第１項に次のただし書を加える。 

ただし、市長が特別の理由があると認めるときは、開館時間を変更することがで

きる。 

第６条第２項及び第３項を削り、同条第４項中「第１項」を「前項」に改め、同項

を同条第２項とする。 

第12条第１項中「５日」の次に「（４月分の使用料にあっては、４月末日）」を加

える。 

第17条第１項中「第９条」を「第９条第１項」に改め、同条第２項を次のように改
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める。  

２ 指定管理者が自ら飲食施設を使用しようとする場合においては、第９条第２項及

び第３項並びに第11条中「指定管理者」とあるのは「市長」と、第12条第１項及

び第４項並びに第15条第１項中「飲食施設の使用者」とあるのは「指定管理者」

とする。 

第19条第１項中「第13条から第16条までの規定中「指定管理者」とあるのは「市

長」と読み替えて準用」を「第16条中「指定管理者」とあるのは、「市長」と」に改

める。 

附 則 

この条例は、令和５年４月１日から施行する。 
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（参  考）  

周南市徳山駅前賑わい交流施設条例新旧対照表  

現行  改正案  

（施設）  （施設）  

第３条  周南市徳山駅前賑わい交流施設に、次の施設を置く。  第３条  周南市徳山駅前賑わい交流施設に、次の施設を置く。  

(１ ) （略）  (１ ) （略）  

(２ ) 市民活動支援センター  (２ ) まちなか共創センター  

(３ )～ (５ ) （略）  (３ )～ (５ ) （略）  

２  （略）  

 

２  （略）  

 

（事業）  （事業）  

第４条  周南市徳山駅前賑わい交流施設のうち、市民活動支援

センターを除いた施設は、次の各号に掲げる事業を行う。  

第４条  周南市徳山駅前賑わい交流施設は、次の各号に掲げる

事業を行う。  

(１ )・ (２ ) （略）  (１ )・ (２ ) （略）  

(３ ) 前２号に掲げるもののほか、賑わい交流施設の設置目

的を達成するために必要な事業  

 

(３ ) 前２号に掲げるもののほか、周南市徳山駅前賑わい交

流施設の設置目的を達成するために必要な事業  

 

（休館日）  （休館日）  

第５条  周南市徳山駅前賑わい交流施設のうち、徳山駅前図書

館及び市民活動支援センターを除いた施設（以下「賑わい交

流施設」という。）の休館日は、設けないものとする。  

第５条  周南市徳山駅前賑わい交流施設のうち、徳山駅前図書

館を除いた施設（以下「賑わい交流施設」という。）の休館

日は、設けないものとする。ただし、市長が特別の理由があ

ると認めるときは、臨時に休館日を定めることができる。  

２  市民活動支援センターの休館日は、 12月 31日から翌年１月

３日までとする。  

＿  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿  

３  市長は、必要があると認めるときは、臨時に休館日を定め

ることができる。  

＿  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿  
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現行  改正案  

（開館時間）  （開館時間）  

第６条  賑わい交流施設の開館時間は、午前９時 30分から午後

10時までとする。  

第６条  賑わい交流施設の開館時間は、午前９時 30分から午後

10時までとする。ただし、市長が特別の理由があると認める

ときは、開館時間を変更することができる。  

２  市民活動支援センターの開館時間は、午前９時 30分から午

後 10時までとする。  

＿  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

３  市長は、必要があると認めるときは、開館時間を変更する

ことができる。  

＿  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

＿＿＿＿＿＿＿  

４  次 条 に 規 定 す る 指 定 管 理 者 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き

は、あらかじめ市長の承認を得て、第１項に規定する開館時

間を変更することができる。この場合において、変更した開

館時間は、規則に定める。  

 

２  次 条 に 規 定 す る 指 定 管 理 者 は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き

は、あらかじめ市長の承認を得て、前項に規定する開館時間

を変更することができる。この場合において、変更した開館

時間は、規則に定める。  

 

（飲食施設の使用料）  （飲食施設の使用料）  

第 12条  飲食施設の使用者は、当該施設の使用に係る料金（以

下「使用料」という。）を当該月の５日までに納付しなけれ

ばならない。  

第 12条  飲食施設の使用者は、当該施設の使用に係る料金（以

下「使用料」という。）を当該月の５日 （４月分の使用料に

あっては、４月末日）までに納付しなければならない。  

２～４  （略）  ２～４  （略）  

  

（指定管理者による使用）  （指定管理者による使用）  

第 17条  第９条の規定にかかわらず、指定管理者は、自ら飲食

施設を使用しようとする場合は、あらかじめ市長の許可（法

第 238条の４第７項の規定による許可をいう。）を受けなけれ

ばならない。許可を受けた事項を変更しようとするときも同

様とする。  

第 17条  第９条第１項の規定にかかわらず、指定管理者は、自

ら飲食施設を使用しようとする場合は、あらかじめ市長の許

可（法第 238条の４第７項の規定による許可をいう。）を受け

なければならない。許可を受けた事項を変更しようとすると

きも同様とする。  
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現行  改正案  

２  前項の指定管理者の飲食施設の使用については、第９条及

び 第 12条 の 規 定 中 「 指 定 管 理 者 」 と あ る の は 「 市 長 」 と 、

「飲食施設の使用者」とあるのは「指定管理者」と読み替え

て準用する。  

２  指定管理者が自ら飲食施設を使用しようとする場合におい

て は 、 第 ９ 条 第 ２ 項 及 び 第 ３ 項 並 び に 第 11条 中 「 指 定 管 理

者」とあるのは「市長」と、第 12条第１項及び第４項並びに

第 15条第１項中「飲食施設の使用者」とあるのは「指定管理

者」とする。  

  

 （市長による直営）  （市長による直営）  

第 19条  市長は、必要があると認めるときは、自ら賑わい交流

施設を管理することができる。この場合において、第９条、

第 11条及び第 13条から第 16条までの規定中「指定管理者」と

あるのは「市長」と読み替えて準用する。  

第 19条  市長は、必要があると認めるときは、自ら賑わい交流

施設を管理することができる。この場合において、第９条、

第 11条及び第 16条中「指定管理者」とあるのは、「市長」と

する。  

２  （略）  ２  （略）  

 


